
システム創成学科
進学選択ガイダンス
18:45 – 18:50 学科説明 上坂学科長

18:50 – 18:55 カリキュラム説明 川畑教務委員長

18:55 – 19:18 Aコース（E&E）説明

19:18 – 19:41 Bコース（SDM）説明

19:41 – 20:04 Cコース（PSI）説明

20:04 – 20:15 質疑応答



システム創成学科長挨拶‐システム創成学科の理念・教育方針‐ 学科長 上坂 充

システム創成
‐Systems Innovation‐

産業・社会システムを創成

基礎工学
‐Fundamental Engineering‐In

ve
nt
io
n

Innovation
工学をシステマティックに学習することは未来の創成である

資源

エネルギー

海洋
北極海海路

経済・社会
シミュレーション

数理基盤・シミュレーション
‐Numerical Science/Simulation‐



今、世界でなぜSystems Innovation?
Themes Piketty「21世紀の資本‐r>g‐」

アメリカでの資本格差
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資本収益率

経済（所得＋資本）成長率

r>g
(資本投資利益>生産)

産業革命狩猟・農畜産魚業 重工業 情報/サービス
/文化

レーガン・サッチャー政権（小さな政府・
資本・所得累進課税率減少80‐90%‐>3‐40%）

第1・2次
世界大戦

日本の産業と社会： 重工業・情報
で高度成長

成長鈍化
・人口減

米英は優位性を脅かす日本・ドイツに対して
民間資本拡大し、収益を投資拡大に

行政改革し公的資本を縮小したが、民間資本・所得累進
課税はそのまま。結果、投資も鈍化、科学技術・教育も
鈍化

1950‐1990年高度成長時代産業も
工学も欧米が設計した枠組みで
決められた分野を極め拡大

1990‐2018年成長横這い
（失われた20+?年）

グローバルな視野を身に付け、欧米と日本の思考・制度の差異を理解し、国際レベルのSystems InnovationでPhase Shift

巨額な投資と技術開発の推進と
ビジネスチャンスの拡大
（Forbes上位長者の資産は20%拡大、
Times大学ランキング上位に日独露はなし、
アメリカ一流校の授業料は日本の10倍）

主要産業の変遷：

In
ve
nt
io
n

高度成長時代の
分野分けの限界



システム創成学科ではPBL（Project Based Learning）を重視・向上

Stanford University/
ME310(d‐school, etc.)

ルーブリック

ヨーロッパ大学のCompetence強化法

アメリカのBloom’s Taxonomy(教育手法)

基礎工学に立脚したPBL
メンター面談（３，４年生に
年3回の教員個人面談）

Grade Up！

初年次ゼミ→動機付け・基礎・応用・領域プロジェクト

英語講義・コミュニケーション技法・海外研修/インターンシップ

教員による少人数Face‐to‐faceの直接指導


